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　臍帯脱 出に帝切 が 贓 的 た や す く行われ 酸勳 ・有効 に

用い られ る よ うに な つ て か ら児 の 死 亡 は 著減 した と い わ
れ る もの の 尚一

般 に は 多 くの 児が 失われて い る
6，e，．そ の

原因は臍帯 血 管 の 圧迫 に よ る窒息 で も し遂娩 に 至 る 迄 こ

の 圧迫を軽減 し得るな らば 児 を救 い 得 る 理 であ る．筆 者

は と っ さの 考 え か ら手近に あ つ た Hegar 拡張桿 No ．20
を 児 頭 と子宮壁 の 間に挿入 して臍帯の 圧迫を緩和 して こ

の 目的を達 し生 児 を得たの で 症例 を 記載 し，考案を試み

た．

　　　　　　　　　　症　　例

　患者　長井某．26才，第 2 回 分 娩，初産24才正常， 今

回分娩予定は39年 8 月24 日 ，7 月 29 日 午前 3時突然家庭
で 自然前期破水 ， 同 4 時30分 入院．当時身長 153cm，体

重53  ．腹囲90Gm
， 子宮底31cm，骨盤 正 常，軽 い 前駆陣

痛あ る も児頭は尚骨盤入 冂 上 に 未 固 定， 子 宮口 3 指開

大．臍帯 は 腟 入 口 迄脱出．擢動を触れ K 毎 5 秒12，12，

13．胱帯の 復納不成功．酸素吸入 と共 に とつ さの 考 え で
Hegar 拡張桿No ，20を骨盤入 口 を越 え て 深 く子宮内に挿
入 して臍帯 の 圧迫 を避け帝切 の 準備に移 る．そ の間に K
は 次 第 に 恢復 し30分後 に は 11 ， 11，10位とな る．午 前 7

　　　　　　　　　　　Fig．1．

時 ゜・5％ ヌ ペ ル カ イ ン … 雌 メ タ 剥 ン ・D・g ・，c添加

鵬 下 に腹式醐 し男児 2450縫 仮 死 な くdedi．羊水 に

鯤 翫 く産讎 ぴに 児 の 発鰹 顳 ，胎盤 5・09 ，臍
帯68CIn．

　　　　　　　　　　 考　　按

筆者舶 己 の とつ to 考 え か ら，H ・g ・・ 拡張桿按 全
装 置 と して 用い た が丈献 に は既に似た 考 按 が 報告され て

い た ・即 ち Z ・1・nk ・ 1 （エ957） は撤 の 硬 ゴ ム 桿観 頭 と
一
棺 壁繝 に 撫 し醐 を鞴 或 い （・rk子宮・ の 開大賄
t”て繭後の 治療に移 る こ とを推奨し，Kohl （1958）は太 い

ゴ ム 管 の …側を開 き脱巓臍帯 の蹄 系を 別々 に 引 き入れ て

子宮壁 児 頭 間に 挿入 し，次 に必要な処置に 移 る 時間を待
っ 考按 を した ．Siatc（1956）は 帝切 に 移 る迄助手 の 手 斉

安全装置に代用 し・P ・ice（1962）等 は骨盤 離 と酸素を
奨 め，Tancer （1959） は 腰麻 は 陣痛を弱 め圧迫を減ず る

と い う・早期発見 圧迫の 軽減及鍛 燕 ま本症 の 治療一e．
重要な因子であ る　（Fig．1 ）．

　　　　　　　　　　結　　論

　脱 出臍帯 の圧迫を避 け る 安全 装置 と して ， Hcgar 拡

張桿を用 い 帝切の 準隴 し児 の 救命に 成功 した 1症例 を

報 告 した ・強 い 隔 で長時間 に渉 る日寺騨 力あ る ゴ ム 桿
の 方が安全で あ ろ う．
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